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こう使われた

一般会計決算の概要

わ
た

し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
ど
ん
な

役
割

を
果
た

し
、

ど

の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

。

昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
の

決
算
が

九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
年
度
は
、
県
北
中
学
校
の
改

築
、
町

民
プ
ー
ル
の
完

成
な
ど
教
育
施
般
の
充
実
に
努
め

、
ま
た

、
住
宅
団

地
構
想
、

水
源
調
査
な
ど
の
委
託
お
よ
び
下

水
道

事
業
へ
の
配
慮

を
図

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

、
歳
出

総
額

は
二

十
六
億
三
千

九
百

七
十
七
万
八
干
円
と
な
り
ま
し
た

。

一
方
、
歳
入
総
額
は

、
対
前

年
比
二

六
・

四
％

増
の
二
十

七
億
五
百
三
万
六
千
円
と
な

り
ま
し
た

。

今
月
は
、
お
も
に
一
般
会

計
の

使
い
み
ち
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●町　　税

町　 民　 税

囚 定 資産 艇

たばこ消費税

電　 気　 税

そ　 の　 他

衛　生　費

●老人保健事業………………………………………20.447

●成人病検診…………………………………………5.  甎

一一般健齟 査………………………………………4､208

・各種予防接種事葉…………………………………2.672

●結核予防対策………………………………………525

労　働　費

嵋 働者金融対策預託金……………………………2.  网

・繍 織労働者金融対策預託金……………………… 印2

総　務　費
米位　千円

’地域^` の行政推進
’
連絡調整……………………5.  & 紀

°水源調査委託料……………………………………1,900

‘ 広報「くにみ
」の発行…………… ………… ……l,  4 跖

°防犯灯の維持管理…………………………………2,2 ０6



２６億円は

昭和80年度

Ａ完成した県北中学校（60・61年度二か年継続）

▲町民待望のプール完成

教　育　費

(学校敦育)

・ 県 北 中 学 校 改 築 関 係 費 … … … … … … … … … …2.  9

●学 校 給 食 の 充 実 … … … … … … … … … … … … … …j16,040

●児 童 生 徒 就 学 援 助 … … … … … … … ……--･ … … …5.5

( 社 会 教 育)

・ 公 民 館 施 設 管 理 運 営 費 … … … … … … … … … … …ﾛ  .5

・ 各 教 室 ， 講 座 ， 活 動 費 … … … … 一一･… … … … … …I,299

●公 民 館 図 書 費 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,010

(社会体育)

町゙民プール建設関係費．テニスコート夜間鳳明

建設関係、運動公園整備及び上地取科費……1  圏 . 4

（文化財）

’文化財保謾、保作対策… …………………………:m5

消　防　費

・ 消化栓新設，修繕費……………………… … …2,060

・防災行政無線の運用………………………………1.780

●伊達鵝 組合負担金………………………-………65,虹

商　工　費

゜商工 会館建 設事業 補助 金…… ……… …… …… …5.

’商工会迎 鷺助 成… ……… ……… …… …… …… … ４,｛χχ｝

’申 小企業 経営 合理 化対 策貸付 金…… …… ………4.  刈



民　 生　 費

●保育事業…………………………………………….4

・児童手当交付金……………………………………22,501

・皿度,C1々 障害者医療費扶助………………………5.497

・長寿を祝う事業｛敬老会，敬老猊金3……………2,887

・老人クラブ話動の助成…………………………… 乢 82

農林水産業費

・南半ｍ、赤坂線舗装設計■託料及び工事費……14.3  ー6

●育苗センター黷 事業……………………………11 ,网

・水路改修設計委託及び工事費……………………6.  5

・町営牧野草地造成事業……………………………3.

・農道及び水路等整備材料代………………………2.  4

・青果物価格楠俄事業………………………-･………2,75a

●農業団体育成費……………………………………L75  ｰ

・林道災害復|||工事等………………………………1,584j

土　 木　 費

{ 町道 整備}

●新設 改良舗装 …… …… ……… ……… …… ………159･33:

●道 路敷 購入 ．補 償費… ……… …… ……… ………29.351

●新設改良 路線 の調 査…… …… ……… ……… ……8,941

( 橋梁工 事)

●新設…… ………-…… …… …… ……… …… ………･  幻 , 四 3

(道 蹄橋梁 維持 管理)

・道路 台帳 整鈿… ……… …… …… ……… …… ……1“l,914

一述路 橋梁 稚持補 修…… …… …… ……… …… ……24.026

(河 川の 整備)

●河川 の改良 事業… …… …… …… ……… …… ……17.85c

{ 公営 住宅 対 策}

●住宅 維持楠 修 費……… …… …… ………… …… …2
●96a

・住宅 タ タミ等の 入替… …… …… ………… …… …1, ４８０

{ 下水道 の整 備}

●関辿 事業聞 査費… …… ……… …… ……… ………4･89()

●関 連事業 工 事費 ……… ……… …… ……… ………3.  芻 4

・ 関連事業 川地 及 び補償 賢…… …… ……… ………7.15 【】

水道事業決算額
収

益

的

収

支 �

収

入 �

営　 業　 収　 益 �一 億 4.039万円

��営業外収益 �751 万円

��針 �１億4､790 万円

�支

出 ，�

営　 業　 費　 用 �8.593 万円

��営業外費ｍ �2  ､ 6 幻万円

��針 �1 億 1.214 |万円

資

本

的

収

支 �

収入 � 計 � Ｏ円

�支

出

（ �

建 設 改 良 費 �33 万円

��企業仙償還金 �4  靆 63万円

��計 �4  ﾖ 万円

※資本的収支韻が資本的 支出額に不足する額4 靆 96

万円は過年度分損益勘定留保資金1.26 万円と当

年度分損益勘定留保資金1 .0 万円及び減債禎立

金2. OOO万円で補てんした。

特 別 会 計 決 算 額

会　計　名 �　歳　・
゛　

入`

４４ｙ●‘－ �j.Xk.
出 � 差　 額

国民健康保険` �６億5.248 万円 �6 億 一 ﾕ 22万円 �4 .126万円

老 人 保 健 �４億2  ､ 556万円 �４億2,064 万円 �492 万円

貝ｍ簡易水道･�L340 万円 �l,  208万円 �132 万円

育　　　 英 �639 万円 �625 万円 �14 万円

入山 財 産区 �495 万円 �478 万円 �17 万円

藤 田 財 産区 �49 万円 �11 万円 �38 万円

大木戸財産区 �62 万円 �13 万円 �49 万円

渇水対策施設 �4､818 万円 �2.520 万円 �2. 四 8万円



▲ 熱 走,? （男子|,0㈲メートル走）

Ｉ

ゴ

ー

ル

イ

ン

ー
女

子

Ⅲ

メ

ー

ト

ル

走

）

１

応
援
に
も
供
が
入
り
１
す

小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
陸
上
）
交
歓
会

昭
和
六

十
一

年
度
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（

陵
上
）
交
歓
会

が

、
九
月
二

十
七
日

午
前
九
時
か
ら
県
北
中
学
校
グ
ラ
ン

ド

で
行
わ
れ
ま

し
た

。

藤
田

、
小
坂
、
森
江
野
、
大
木
戸
の
四
校
の
六
年
生
全
員

百
九
十
名

が
参
加
し
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、
四
百
メ

ー
ト
ル
リ

レ

ー
、
八
百

メ
ー
ト
ル
走
、
干
メ
ー
ト
ル
走
の
各
種
目
に

熱

戦
を
展
開

し
、
大
会

新
記
録
や
好

記
録
が
統
出
し
ま
し
た

。

今
年
で

六
回
目

を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、
ま
も
な
く
中
学

生
に
な
る
各

校
の

六
年
生
を
一
同

に
会
し
、
交
流
を
深
め
あ

い

、
お
互

い
の

体
力
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も

の
で
す

。

さ
わ
や
か

な
秋
空

の
下
、
児
童
た
ち
の
元
気
な
姿
を
カ
メ

ラ
で
お
い
か

け
て
み

ま
し
た
。

▲ ヤ ッ タ ー（男子400メートルリレー）

▲い っせい に スタート （女子800メートル走）



優
良
校
に
小
坂
小
学
校

～
ソ
ニ
ー
教
育
振
興
資
金

贈
呈

校
～

豊
か
な
教
育
実
践
を
し
て
い
る
小
・

中
学
校
に
教
育
機
器
を
噌

二
ヽ
い
る

ソ
ニ
ー
教
育
扱
興
財
団
の
第
三
ト

ー

同
ソ
ニ
ー
理
科
歓
育
振
興
資
金
、
ビ

デ
オ
、
テ
レ
ビ
贈
呈
校
が
発
衣
さ
れ
．

小
坂
小
学
校
か
優
良
校
に
選
ば
れ
ま

し
た
．

贈
７

式
は
、
十
川
六
日
午
前
十
時

四
十
分
か
ら
小
坂
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
、
ソ
ニ
ー
教
育
振
興
財
団
か

ら
研
究
賢
五
万
円
と
ハ
ミ
リ
ビ
デ
オ
．

カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
な
ど
総
額
五
十
六
万

八
千
円
、
さ
ら
に
全
校
生
徒
、
教
職

員
に
記
念
品
と
し
て
ル
ー
ペ
百
瓦
十

四
個
が
湯
洩
校
長
の
手
に
渡
さ
れ
ま

し
た
。。

小
坂
小
学
校
で
は
、
動
労
体
験
的

乍
習
の

。
環
と
し
て
。
全
校
生
で
田

植
え
や
陥
刈
り
な
ど
を
行
い
、
ま
た

そ
の
収
穫
祭
な
ど
を
通
し
、
自
ｔ
件
・

協
・調
性
合
伸
ば
し
た
り
、
一
人
一
研

究
を
課
題
に
、
令
校
生
で
努
力
し

た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
『
。

児
童
会
代
表
で
あ

い
き
っ
し
た
４

藤
余

夕
ば
き
ん
（
六
年
）
は
こ
今
同

頂

い
た
ビ
デ
オ
、
ル
ー
ペ
な
ど
を
。

今
後
大
い
に
活
川
し
、
勉
強
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
」
と
４

び
を
表
し
て

い
ま
し
た
。

▲器材の目録を受ける後藤小坂小ＰＴＡ 会長

国
際
芸
術
展
で

大

量

人

選

Ｈ
豕

、・

ボ
ル
ト

が

ら
国

際
親
ぶ
‥ｔ

術

峨

（
会

場

．

ボ
ｔ

ト

ガ
φ
・

り

久

ボ
ン
巾
　

ト

ー
り

．Ｍ

Ｈ
～

九
日
）

に

出

品
し

た
蓬

川
知

展
く
ん

（
県
北

中

二
年
）

か

「
二
位

」
に
、

ま
た
．

仰

藤

帷
子

ち

ゃ
ん

（
森

汪
野

小
．．．彫

）

が

「
五

位
」

に
選

ば
れ
ま

し
た

析
４

心
‐
し
て

い
る

石
原
兄

雲
き

ん

に
は

．
教
育

奨
励
賞

”

が
り

ズ
ボ
ン

巾

か
ら

贈
ら

れ
ま
す

ａ

か

に
、

「
人

選
｀

に
片
藤
允

皃

く

ん

（
森

汪

野
幼

）、
遠
葎

祥
史
く

ん

（
藤

川
小
．に
年
）

、
占

田
欠
俊
く

ん

（
嘩

川

小
．．．
年
）

、
遠
葎

祟
く

ん

（
藤

田

小
．狸
年
）

が
、
ま

た

『
凖

人

磁

』
に

は
遠

藤
忠
ｆ

ら

や
ん
（
藤

田

幼

）
．

八
島

隆
・
砲
く
ん

（
鵬
田

小
二

年

）

が
そ

れ

ぞ

れ
選
ば

れ
ま
し

た

ま
た

、
ｉ

．ｌ
ｌ

一
川
旺

玄
会

呱
で

の

・『
フ
ラ

メ

ン
コ

の
祭

り
‘
で

、
目

本

心
術
川

版

の

、
日
本
ｔ

術
進
賞

”

に
石
原

き
ん

か
世

ば
れ
．
１

．
月

瓦

卜
り

の
公

術

公

論
に
発
表

さ
れ
ま

す
『
．

佐藤稚子ちゃん 蓬田知展さん 石原晃雲 さん

身近にある野草・薬

草
2

8

ヨ　　シ

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
各
地
の

水
湿
地
に
群
生
す
る
多
乍
草
。

茎
（
稈
と
も
い
う
）
は

一二
～
凹
ｍ

に
直
な
に
伸
び
、
枝
分
か
れ
せ
ず
。

葉
は
輿
い
線
形
、
や
や
昨
ｔ
″
の
あ
る

緑
色
で
、
茎
に
対
し
ま
ば
ら
に
っ
き

ま
す
。
八
～
卜
月
ご
ろ
。
茎
の
先
に
。

長
さ

１１
卜
～
四
卜

四
の
肢
分
か
れ
し

た
大
聖
の
川
錐
花
序
を
つ
け
、
多
く

は
そ
の
先
が
傾
き
ま
す
。
小
穗
は
汚

褐
色
で
、
。一
～
円
個
の
小
花
か
ら
な

り
ま
す
。
小
花
の
長
さ
は
十
五
１１
ば

ど
で
、
そ
の
蔦
部
に
は
白
い
長

い
毛

が
あ
り
ま
す
。

地
卜
の
限
茎
は
艮
く
横
に
伸
び
、

黄
白
色
、
羂
罕
で
、
節
か
ら
多
数
の

ひ
げ
根
を
出
し
ま
す
。

ヨ
シ
の
根
茎
を
乾
燥
し

た
も
の
を
、

生
藁
名
で
『
蘆
眼
』
と

い
い
、
藁
川

に
用

い
ら
れ
ま
す
。

薬
用
以
外
の
用
法
　
茎
の
細
い
む
の

を
と
り
、
太
さ
を
そ
ろ
え
て
『
す
の

こ
』
「
す
だ
れ
」

。よ
し
ず
」
な
ど

を
作
り
ま
す
。

▼
藁
用
▲

秋

に
哄
茎

を
掘

り
と

り
、
ひ

げ
哄

を
と

り
除

い
て
か

ら
、
水

洗

い
し
、

Ｈ
Ｔ

し
に
し

ま
す

。
乾
燥

し

た
も
の

は
紙
袋

に
入

れ
、
冷

暗
所

に
保
存

し

ま
す

、

む
く

み
の
利

尿
・

吐
き
け

止
め

に

】
同

量
と

し
て
ヽ

乾
燥
し

た

忸
を

冫″・
ｉ

」Ｉ

（
蘆
限

）
五

～
亅
グ

ラ

ム
を
、
水

‐‐

百

に
で
朗

匕

て
服
ｍ

し
ま
す

。

▼

食
用

▲

畚
、
タ
ケ
ノ
コ
状
に
な

ゝ
た
若
埣

を
つ
め
で
折
り
と
り
ま
す
。

料
理

皮
を
む
き
、
熱
湯
で
ゆ
で
、

冷
水
で
冷
ま
し
、
小
口
か
ら
沖
く
切

っ
て
あ
え
物
や
酢
の
物
、
煮
つ
け
、

油
い
た
め
、
汁
の
実
、
味
っ
け
ご
は

ん
な
ど
に
。

一
山
野
草

カ
ラ
ｌ
ａ

糾
か

ら
）



ふるさとの文化財

31

貝田口留番所跡

菊　池　利　雄

奥
州
道
中
の
只
田
宿
は
。
奥
羽
の

大
藩
で
あ
る
仙
台
藩
領
と
境
を
接
し

て
お
り
、
軍
事
・
交
通
上
の
要
衝
の

地
に
立
地
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
口

留
番
所
（
関
所
）
か
置
か
れ
て
い
た
。

貝
田
宿
が
史
料
に
初
出
す
る
の
は
、

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
「
米
沢

藩
、
僧
夫
海
道
之
立
札
案
書
並
ぴ
に

駄
賃
定
」
で
。
藤
田
宿
よ
り
一
里
七

町
三

十
川

ふ

は

Ｉ

．
包
河

宿
迄
拾

伉
町

五
十
岡

戸

臨
ｔ

と
あ

る
．
町

ｔ

高

橋
家

一
冊

’
飭

咄

鏐

の
前

か

ら
は
．

梁
川

を
へ
て

丸
森

・
相

鵬

へ
通

じ
る

脇
街

道
か
分

岐
し

て
お

り
．

こ
の

街
道

に
は

］
叭

塚
一
馼

″
黯

Ｊ

か
築

か
れ

、
呶

大
枝

宿
ま
で

は
一
里

七
町

洵

廿

と
あ

る
『‐

八

Ⅲ
宿

は

奥
川
道

中

に
沿
｛

て
屋

敷
か
直

線
状

に
並

ぶ
街
村

で
、

貝
田

沢
川
を

渡

っ

て

し

ば
ら
く

進

む
と
、

道
は
枡

形

に

左

折
し

．
ほ

ど

な
く
し

て
木

戸
を
構

え

た
口
留
番

所

に
淕
し

た
．『

Ｆ丱Ｉ
ｐ
ｌ

壽

所
の

斜

め
う
し

ろ

に
は
楢
葉
ｅ

郡

富
岡
の

、
曹

洞
宗
人

源
派

船
台

寺

の
末

寺
で

あ

る
最
禅

寺
か

あ
り
、

こ

こ

か
ら
街

道

は
北

に
お
れ

五
町
ほ

ど

進

む
と

一
里
塚

か
あ

り
、

き
ら

に

．

町
五

卜
間

で
刈

田
郡

と
の

境
界

に
逹

し

、
こ
こ

に

は
仙
台

藩
の
越

河

口
留

番
所

か
置

か

れ
て

い
た
．
へ
″
笳
芍

』一

貝

田
の

口
留

番
所

か
設

置
き

れ
た

年
代

は
明

ら

か
で
な

い
か

．
近
歐

の

は

じ
め
こ

ろ

と
思
わ

れ
、

寛
永

十
五

年

の

『
伊

達

・
信
夫

扶
持

方
衆

之
帳
一

八

舮

に
貝

田
口
留

と
し

て
、
大
内

市
右

衛
門

か
あ

り
上

杉
氏

支
配
下

の

時

期
に

は
、

家
中

の
侍
か
番

士

の
任

に
つ

い
て

い
た
と
み

ら

れ
る
．

寛
文

四

年

こ

六
六

四

）
上

杉
藩
の
半

地

削

封

に
よ
り

、
伊

逮
・
信

夫
の
両

部

は
幕

府
飯

と

な
り

、
貝
Ⅲ

凵
留
番

所

も

引
き
継

か

れ
、
幕

領
代

官
伊

奈
半

左

衛
門
忠

光

の
も

と
で
割

元
と

な

っ

た
．
桑
折
村
・
佐
藤
新
右
衛
門
の
手

附
役
人
と
し
て
、
口
留
黔
人
か
匱
か

れ
る
こ
と
に
な

り
た
ご
黯

心
丿

現
作
で
し
只
田
で
は
御
瞬
所
と
吁

ば
れ
て
い
る
．
闘
田
忠
雄
家
に
伝
え

ら
れ
る
、

一
先
祖
蠢
」
に
よ
れ
ば
、

嶇
飢
と
な
っ
た
寛
文
年
川
か
ら
冊
所

役
を
つ
と
め
欧
襲
し
て
、
俳
恥
の
莽

所
廃
ｉ
時
に
お
よ
λ
だ
と
さ
れ
て
い

‘
圖
川
雫
文
‘肖
、

’仙
川
地

る

（
名
人
辞
血
、
福
鳥
県
）

ｙ

日
留
冊
所
番
人
の
職
防
と
し
て
は

一
小
坂
・
只

田
・
茂
庭
ニ
ケ
所
（

、

仙
台
人
境
海
道
筋
故
、
口
留
メ
番
人

壱
人
宛
仰
付
ラ
レ
候
．
但
御
扶
持
方
、

二
人
扶
持

ふ
川
Ｊ

宛
下

シ
來
ラ
レ
候
．

｛
中
略
｝
　
留
物
／
儀
（

先
知
之
通

り
、
山
漆
ノ
実
、
米
雑
穀
、
竹
木
、

絹
、
な
、
乂
（

手
負
者
、
馬
吟
味
致

シ
候
．
（
ド
略
）
」
と
宝
歴
十
一
年

こ

じ
六

こ

『
御
巡
見
使
案
内
控
』

涵
叫
作
呼

に
あ
り
・

飯
内
の
産
物
か

他
鬧
に
流
出
す
る
の
を
監
覘
し
た
り
、

旅
人
の
取
締

に
あ
た
コ

ヽ
お
り
、
犀

敷
地
は
不
納
地
と
さ
れ
て
い
た
．
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
岡
川
家
の

当
主
で
あ
っ
た
川
田
盛
正
は
．
若

い

こ
ろ
水
戸
に
遊
学
し
小
流
某
に
つ
い

て
和
算
を
学
び
．
帰
郷
後
は
近
者
の

若
者
達
に
観

世
流
の
謡
な
ど
と
と
も

に
伝
授
し
て
い
る
．

参
考
文
献

「
国
見
町
史
」
一

二

∵

四
巻

『
福
鳥
県
歴
史
の
道
．
奥
州
道
中
』

歳時記

新
　
米

十
月
は
実
り
の
秋
－

‐
待
望
の

新
米
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
い
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
も
う
と
つ

く
に
新
米
が
食
卓
に
の
ぼ
っ
て
い

る
こ
と
を
・。一
存
じ
で
す
か
。

以
前
は
十
月
半
ば
あ
た
り
が
本

格
的
な
稲
の
刈
り
入
れ
の
時
期
で

し
た
、
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
収
穫

が
早
く

な
り

、
千

葉
県
、

宮
崎
県

あ

た
り
で

は
八
月

二

十
日

ご
ろ

か
ら
始

ま
り
、

九
月

に
入

る
と

各
地
で

刈
り

入

れ
は

本
番

と
な

り
ま
す

。
こ

れ
は

、

稲
の
聞

花
期

が
九

月

の
台

風

シ
ー
ス

ン
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に

栽
培
の

時
期
を
早
め
た
た
め
で
す
。

そ
れ
と
、
兼
葉
農
家
が
多
く
な

り
、
本
来
六
月

ご
ろ
に
行
わ
れ
て

い
た
田
植
え
を
、
休
日
の
多
い
四

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
ゴ
ー
ル

デ
ン

ー
ウ
ィ
ー
ク
に
や
っ
て
し
ま

う
農
家
が
増
え
た
た
め
で
は
な
い

か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
新
米
と
い
う
と
新

入
り
の
人
を
さ
げ
す
む
よ
う
な
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
古
米

や
古
古
米
よ
り
お
い
し
い
新
米
な

の

に
、
な

ぜ
そ

の
よ
・つ

な
使

わ
れ

方
を

す
る

の
で
し

ょ
う

か
。
こ

れ

は
ど

う
や

ら

。新

前
’

が
な

ま
っ

て
新

米
と

な
っ

た
た

め
の
よ

う
で

す
。と

こ
ろ
で

、

実
り
の

秋
十
月

は
、

「
食

生
活

改
善
普

及
月
間

」
で

す
。

健
康

と
深

い
か

か
わ
り

を
も
つ

食

生
活
－

最
近
は
、

従
来
の
お
米
を
中

心
と
す
る
日
本
型

食
生
活
か
ら
。
肉

な
ど
を
中
心
と
す

る
欧
米
型
の
食
生

活
へ
と
変
わ
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
増
え

は
じ
め
て
い
る
心

臟
病
は
。
こ
の
よ
う
な
食
生
活
の

変
化
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

食
生
活
で
心
臓
病
を
防
ぐ
に
は
、

脂
肪
分
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け

る
と
同
時
に
、
食

べ
す
ぎ
に
よ
る

肥
満
や
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
注
意

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
驚
の
活
勧
に
合
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
栄
餮
）
を
野
菜
や

肉
、
穀
勧
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
食
品

か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。



”貸
し
借
り
安
心

メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん

活
用
し
よ
う
こ
の
制
度

～
農
用
地
流
動
化
推
進
強
化
月
間
～

十

月
一
日

～
十

一
月
三

十
日

農
地
を
貸
し
た
ら
返
し
て
も
ら
え

な
い
、
ま
た
返
し
て
も
ら
う
と
き
に

は
離
作
料
を
舗
求
さ
れ
る
、
こ
ん
な

心
配
が
あ
る
た
め
、
貸
し
て
も
よ
い

輿
地
か
あ
っ
て
も
貸
せ
な
い
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
も
う
大
丈
夫
か
‥

農
用
地
利
用
増
進
事
業
を
活
用
す

れ
ば
そ
ん
な
心
配
を
し
な
い
で
、
安

心
し
て
奥
地
の
貸
し
借
り
か
で
き
る

の
で
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
八
回
の
公
告

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
三
十

七
翦
の
貨
借
、
ま
た
所
有
怖
移
転
は

〇
・
四
お
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
で
農
地
を
貸
し
た
場
合

▼
農
地
法
の
手
続
き
が
い
り
ま
せ
ん
．

▼
貸
し
て
も
約
束
の
期
限
か
く
れ
ば

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
．

▼
小
作
地
の
所
有
制
限
が
な
く
．
市

町
村
外
で
も
Ｏ
Ｋ
。

▼
流
動
化
奨
励
金
の
交
付
や
、
制
度

資
金
、
税
制
、
登
記
、
登
録
免
許

税
な
ど
の
優
偶
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
、
農

地
流
動
化
推
進
貝
、
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

農地流動化奨励金交付要件一覧表
へ ��

新 規 �再設定 � 爾　 考

農

地 �

３年以上

６年未満 �　　

円8.�　　 円-�面的集積要件
を満たすもの
に咄る

�６年以上

10年未満 �20.0(X)�】 6 ､ 0 �

再設定の場合

面的集禎要件

を満たすもの

に限る
�10年以上�30.000�24,000 

受け手要件 ��中核農家の基準

社
会
人

推
此
入
学
者
を
募
集

～
福
鳥
大
学
経
済
学
部

夜

間

主
コ

ー

ス
～

一
。
募
集
人
貝

六
十
人
以
内

二
。
出
願
資
格

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
で
、
学
力
・
人
物
・
健
康
状

態
が
良
好
で
、
出
身
学
校
長
に
よ

り
て
推
薦
さ
れ
た
者
．

凶
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に
高

等
学
校
を
卒
業
し

た
者
又
は
そ

れ
に
準
ず
る
者

向
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
高
等
学

校
の
定
時
制
又
は
通
信
制
課
程

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

三
、
出
願
期
間

昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）

か
ら
十
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で

四
、
献
験
科
目

小
論
文
（
千
二
百
字
以
内
）
及
び

面
接

共
通
一
次
試
験
は
免
除

五
．
試
験
日

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）

六
、
試
験
場
所

福
島
大
学
経
済
学
部

な
お
、
詳
し
く
は

『
推
薦
入
学
募

集
要
項
』
を
参
照
願
い
ま
す
。

○
舗
求
先

一
Ｔ
ｓ
Ｉ
ａ

福
鳥
市
松
川

町
浅
川
宇
直
道
二
　
福
鳥
大
学
経

済
学
部
学
務
係
一

四
八
－
五
一
五
一

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
、

列
車
時
刻
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

藤
田
駅
始
発
か
大
幅
に
増
加
、
さ

ら
に
上
り
の
始
発
列
車
が
六
時
五
分

発
と
な
り
、
柵
鳥
か
ら
の
新
幹
線
乗

継
ら
一
段
と
便
利
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

※
藤
田
駅
発
増
発
列
車
（
上
り
）

6:05

10 :34

12:25

16:27

18:35

加:34

税
を
知
る
週
問

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

は
『
税
を
知
る
週
間
』
で
す
。

国
や
県
、
市
町
村
は
、
私
た
ち
国

民
（
住
民
）
が
、
豊
か
で
安
定
し
た

魅
力
あ
る
生
活
か
で
き
る
よ
う
に
。

幅
広
い
活
動
、
事
業
を
行

り
て

い
ま

す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
．

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の

仕
組
み
や
、
侠
い
み
ち
に
つ
い
て
考

え
て
見
ま
し
ょ
う
・

／

今

月
の

納
税

○
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

（
第
三
期
分
）
の
納
期
は
、
十

月
三
十
一
日
ま
で
・

納
税
は
．
期
限
内
に
済
ま
せ
ま

第16回国見町文化祭11/2～11/6

〈総合展示会〉ｎ月２日（日）～４日（火）

時間　 午的９畤～午後5  時 ( 4 日は３時まで）

会場　 町民体青館

参加　 町文連各種団体，老人クラブ，教育研究会，他

※人楊無料

※個人で作品を展示したい 方は、10月24日まで公民館

に申し込んで下さい.（1 人２点以内）

〈芸 能発 表会〉

第１鮪　11月2  日 ( 日 )

第２郎　11月17日（日）
｝

会　場 町公民館講堂

参 加 町文連各樋団体

午加９時30分から
午後３時 ころ まで

※入場無料
〈そ の 他 〉

将棋大会，茶会，手芸教室．無線交信，ダンスパーテｆ一

など各種団体により開催します．

★皆様お誘い合わせの上．お気慨にご来場ください．★



善

意

の

窓

町
社
会
襠
祉
協
雛
会
に

◆
古
川
栄
光
さ
ん
（
大
町
北
）
か
ら

二
万
円
－

故
ナ
ヨ
さ
ん
の

ご
遺
志

◆
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

五
万
円
－

水
害
見
舞
金
と
し
て

藤
田
小
学
校
に

◆
秋
場
八
藏
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
万
円
―
故
タ
カ
ノ
さ
ん
の
ご
遺
志

森
江
野
小
学
校
に

◆
森
山
老
人
ク
ラ
ブ
婦
人
部
か
ら

ぞ
う
き
ん
六
十
五
枚

県
北
中
学
校
に

◆
秋
場
昌
藏
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
万
円
１
故
タ
カ
／
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
森
山
老
人
ク
ラ
ブ
嶂
人
郎
か
ら

ぞ
う
き
ん
六
十
五
枚

◆
マ
ル
ゼ
ン
履
物
店
｛
本
町
｝
か
ら

ス
リ
ッ
パ
二
百
足

◆
山
田
整
骨
院
（
大
町
南
）
か
ら

湿
布
藁
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

全
国

防

犯
述

動

十
月
十
一
日
～

十
月
二
十
日

乗
物

盜
舮
防
Ｊ
』
う

／

自
動
車
盗
の
防
止

・
自
助
単
か
ら
離
れ
る
と
き
は
。
必

ず
キ
ー
を
抜
き
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

・
長
時
間
に
わ

た
り
駐
車
す
る
場
合

は
、
路
上
や
空
地
に
放
置
し
な
い
．

・
万
一
、
盗
賊
被
害
に
か
か

う
た
と

き
は
、
す
ぐ
一
一
〇
番
す
る
．

自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
盜
の
防
止

・
退
路
や
空
地
な
ど
に
置
き

り
放
し

に
し
な

い
。

・
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
必
ず
カ
ギ
を

か
け
る
。

・
ａ

転
車
は
防
犯
登
録
を
し
、
車
体

に
住
所
と
名
前
を
記
入
す
る
。

侵
入
者
を
防
ご
う
！

・
外
出
す
る
と
き
、
就
寝
す
る
と
き

は
、
確
実
に
戸
締
り
を
す
る
．

・
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
カ
ギ

を
か
け
、
隣
り
近
所
へ
お
願

い
す

る
．

・
留
守
を
り
づ
け
る
と
き
は
、
新
聞
、

牛
乳
な
ど
は
配
達
を
断
る
か
、
と

り
か
た
ず
け
を
近
所
に
頼
ん
で

お

・
商
窓
、
二
階
の
窓
な
ど
か
ら
入
る

足
場
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
、
普

段
か
ら
こ
ま
め
に
取
り
片
づ
け
る
。

少
年
非
行
を
防
止
し
よ
う
／

・
少
年
の
健
全
育
成
に
障
害
と
な
る

有
害
環
境
の
浄
化
活
動
を
強
化
す

る
．

・
非
行
少
年
な
ど
の
た
ま
り
場
の
解

消
と
補
導
保
護
活
動
を
強
化
す
る
．

・
デ
バ
ー
ト

ー
ス
ー
パ
ー
・
商
店
な

ど
に
お
け
る
万
引
防
止
運
動
を
推

進
す
る
．

・
『
心
身
を
健
全
に
す
る
』
「
社
会

の
ル
ー
ル
を
知
る
」
『
社
会
に
寄

与
す
る
』
た
め
の
少
年
の
祉
会
参

加
活
動
を
推
進
す
る
．

戸籍の窓口
（９月受 付分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 護 者　 部 落
栄里菜( え り な)舟山 広基　大 町 南

由　樹( ゆ う き)佐藤　 裕 小　 坂

祐 太( ゆ う た)秦　　 誠 駅　 前

麻　衣(ま　　い)食藤　 豊　潭水山北

由 佳(ゆ　　か)佐藤 正寿　高　 城

智　襲( ち え み)佐野　 孝　第　 八

杏　子(きょうこ)瀬戸 良 夫　太 田 川

弘 之(ひろゆき)原田 弘志　小　 坂

恵 美(め ぐ み)佐藤 徳正　上　 野

瑞 紀(み ず き)高檎 秀智　富 町 北

恵 子{け い こ}小野 政美　 篇　 一

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　　 部 落

佐 藤　栄　一　　　　 山崎小舘

鮨 木　由美子　　　　 伊 達 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年節　　 郎 落

穂 苅 計 三　　81　　 富 町 南

商 原　長　三　　72　　 鳥　 取

秋 場　タカノ　　78　　 宮 町 北

古 川 ナ　ヨ　　83　　 大 町 市

渋 谷　　 秋　　84　　 光 明 寺

吉　田　金次郎　　83　　 石毋田表

鈴 木　シ　モ　　77　 ，中　 部

人 口 と 世 帯
10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

口

･男5.7  引人 （－ ２）

女6.196 人(  十 2 )

･ 計 ll , 9 人 （±0 ）

世帯数2. 戸(  十 1)

転 入　17人

転 出21 人

出 生11 人

死 亡　7 人

心配ごと相談日
場所：役場二躇相麟擅! ●●人口からおÅりｙさいl

時間：９畤～12畤

こ まったことや。相謫ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶 対に守ります。

〔相 談 貝〕

10月 日 ( 土）高橘 隆雄・山内 聡子

11月５日（水）吉川 弥吉・牧野 容子

ｎ 月15 日 (土）梭沢　 正・簗瀬 貞子

10月 神釐月（かんなづき）

日 ( 金）貯蓄の卩

毬 日 ( 土） 満JI ・統計の日

2311（木）電 信電話記念日

24n （金）霜 降

27日 月）放●週澗 Ｊ

11月’霜月（しもつき）

１日（土）燈台記念11

3日（月）文化の日　j

8 11 （土）立 冬

Ｈ日c 火）世界平和記念卩

15n （±3 七・三,..．●j



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

08 5 - 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

ミ
ニ
運
動
会
に
歓
声

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
～

卜
月
十
日
午
前
九
時
か
ら
町
体
育

館
で
、
教
室
生
約
Ｌ
卜
名
が
翦
朏
し

て
第
一
川
の
ミ
ニ
迦
助
会
が
‥０
わ
れ

ま
し
た
Ｉ

最
初
に
競
枝
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
か
、
学
皎
で
は
余
り
や
ら
な
い
楝

日
な
の
で
心
剛
そ
う
に
闘

い
て
い
ま

し
た
、

み
ん
な
で
、
グ
ー
チ

’．
キ
バ
ー
に

よ
り
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し

た

班
柚
成
に
よ
る
団
体
競
技
で
、
長

縄
跳
び
や
ミ
人
叫
卿
、
電
小
の

い
と

り
人
什
戦
、
佃
人
竸
技
で
は
、
人
声

コ
ン
テ
ス
ト
、
し
り
ず
む
『
１
と
、
ユ

’Ｔ
‘
ク
な
む
の
ば
か
り
で
、
教
室
生

は
、
体
育
の
日
を
桑
し
く
過
ご
し
ま

し

た

Ａ 負け るも んか が（ 網引 き ）

● 見 事な跳麗.ゲ（ 呉縄跳 び）

研
修
旅
行
に

参
加
し
て

石

川

紀

子

Ａ 鵬 海 浬 泉 で

お
Ｈ
年

乍

級

の

今

回

の

研

修

旅

行

は

、

柿

咀

・

伊

東

・

熱

海

な

而

で

し

た

九

爿

卜

兄

卜

夜

、

藤

川

駅

を

出

発

、

．
．
泊

‐‐

日

の

日

隍

で

、

な

Ｉ川

者

一

四

名

の

旅

汗
‥
で

し

た

卜
『

’．
卜

朝

八

時

．
．
．
Ｉ

．气

分

か

川

川

に

石

き

、

児

ず

七

明

観

光

バ

７
．
（

Ａ

コ

：

ブ
、
ｙ

雲

廿

）

に

栽

り

、

笳

唄

尚

夲

．

小

涌

園

を

す

ぐ

強

躍

公

川

に

む

か

い

ま

し

た
　

バ

フ
、
の

中

は

前

日

の

疲

れ

で

、

’
″

ん

な

静

か

で

し

た

す

ば

ら

し

い

．人

気

に

恵

ま

れ

、

強

羅
公

園
に
っ

く
と

、
人
勢

の
人

で

に

ぎ
わ

ご

ヽ
い
ま
し

た
．
み

ん
な

で
ヶ

Ｉ

プ
ル
カ

ー
、

ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ

を
柬

り
っ

い
で

、
令
か

ら
の
ｙ

雲

山
、
人

涌

谷
、
咾
ｆ

の
ｔ

し

い
眺

め
は
、
火

に
利
観

で
し

た
．

時
々
姿

を
Ｕ
’せ

る

富
Ｌ

山
に

、
大
変

感

激
し
ま

し
た

ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ

を
楽

し
ん

だ
あ

と
、

遊

覧
船
で
癶

／
湖

め
ぐ

り
を

し
ま

し

た
　

そ

れ
か
ら

、
昔
取

り
締

ま
り

が

鰕
し

く
て

介
名

だ

‘
た
箱
根

開
所
跡

を
ま

わ

り
、
人
観

山
、

湯
河

原
な

ど

を
Ｕ
‘て
伊

東
へ

む
か

い
ま
し

た
．

翌
日
、

伊
吹

を
Ｉ

叫

に
川

て
．

海

岸

線
を
心

り
、

熱
川
（

十
ナ

、
ワ

ニ

朝

へ
．

１

こ
こ
で

は
、
豊

富

な
岨
吼

熱
を
利

川

し
て
．

世
界

の
ワ

ニ
や
色

と

り
ど

り
の
熱
排

陋
物

が
育
て

ら

れ
て

い
ま

し
た
　

た
ぐ

さ
ん
の
ワ

ニ

の
挿
叭

、

さ

ま
ざ
ま

な
体

の
咬
は

に
は
驚
き

ま

し

たそ
れ

か
ら

、
小
室

山
、

．
冊
湖

と

ま
わ

り
、
廴

自
然

の
中
の
モ

ダ
ン
な

多
で

の
別

荘

に
は

、
み
ん

な
、
‐
？
６

や
ま
し

い
か

ぎ

り
で

し

た

こ
の

別
北

地
の
中

に
あ

る
、

池

川

．
．
卜
匪

紀
叉

術
館

を
口
｀
乍
し
ま

し

た

こ
こ

に
は
、

海
外

巨
匠

の
作
品

な

ど
．

心
代
西

洋
方

術
か
所

蔵
さ

れ
て

い
ま

し

た
．

熱
海

へ

む
け
て
4
2
り
、
途
中

、
サ

ン
（

ト

ヤ
で

休
け

い
を

と
り
、

伊
賍

名
川

め
ぐ

り
Ｇ

コ
ー
ス
の

．
卩
で
し
た
『

最
終
日
は
。
横
浜
で
の
自
由
行
動

が
あ
り
ま
し
た
。
中
華
衝
へ
出
向
く

人
、
シ
″
。
ピ
ン
ク
を
楽
し
む
人
、

そ
れ
ぞ
れ
白
分
た
ち
で
行
動
し
、
待

ち
（
口
わ
せ
時
間
ま
で
戻
る
と
い
う
、

ち

’ｒ

。
ぴ
り
不
安
と
好
蒔
心
で
い
っ

ば
い
で
し
た
が
、
楽
し
く
過

ご
し
ま

し
た
。

帰
り
の
電
永
の
中
で
は
、
お
互
い

経
験
し
た
こ
と
か
話
し
に
な
り
、
笑

い
声
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。

（
’
川
の
旅
行
は
初
め
て
の
こ
と
か

多
か

Ｊ
た
の
で
、
人
変
允
実
し
た
も

の
で
し
た

”
講
演
会
の

お
知
ら
せ
”

中
火
婦
人
学
級
乍
を
対
象
と
し
た

講
演
会
か
な
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
。

。
般
の
方
も
臨
軽
に
餓

講
し
て
ぐ
だ
き
い

乱

．
．

川
時
　

卜
Ｕ

‐‐
亅

九
日

（
水

）

勹
前

九
時

．
．卜
分

か

ら

．
、
場
噺
　
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

べ

演
朗
　
甲
ま
し

い
家
族
の
廴
間

関
係

．
、
講
師

臨
励
市
立
清
水
小
学
皎

校
長
　
下
山
政

．
先
乍



第
四
回
町
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
四

同
町

長
杯

ゲ
ー
ト

ボ

’
‘
ル
人

会

か
九

月
二

十

七
日
．
二

十
八

Ｈ
の

こ
Ｈ
間

に
わ

た
り
福

祉
セ

ン

タ
ー
前

広
鳩
で

行
わ

れ
、
藤

田
第

二
長

毒
会

か
優

勝

を
遂

げ
ま

し
ぺ

参
加

卜

七
チ

ー
ム
約
ｆ口
．『
．卜

名
の

選

手
か

参
加

し
、

開
会
式
で

は
井

砂

公
民
館

長
の

あ

い
さ
つ
、

前
年

度
優

勝

の
国

見
Ｇ
Ｂ

愛
好

会
か

ら
優
勝

力

″
プ
の

返

還
が
あ

り
山
崎

長
寿
会

佐

藤

和
次

さ

ん
の
遘

手
宣
誓

の
あ

と
競

技

に
入

り
ま

し
た
『

肖
口

は
秋

空
の
す

ば
ら

し

い
人
候

に
恵

ま

れ
て

、
熱
戦

が
く

り
ひ

ろ
げ

ら

れ
ま
し

た
．

成
繍
は
次
の
通
り
で
す

優

勝

藤
川
第
二
長
寿
会

準
優
勝
　

山
崎
妊
寿
登

第
．．．
位

藤
田
第

匸
妊
寿
会

″
　

阿
津
賀
志
第
二
以
毒
会

「
合
同
学
習
」
で

教
養
高
め
る

九
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後

．
時

ｔ
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
阿
津

賀
志
学
級
、
成
人
乍
級
、
吋
人
乍
級

の
ａ

同
学
習
を
行
い
ま
し
た
．

時
事
問
題
と
い
う
こ
と
で
、
福
鳥

民
友
新
聞
社
の
伊
藤
修
二
論
説
㈲
問

か
ら
、
最
近
の
政
局
や
貿
易
関
係
、

川
商
問
題
、
農
産
物
自
由
化
川
題
な

ど
、
幅
広
い
分
野
か
ら
判
り
幼
い
講

義
が
あ
り
、
参
加
青
か
ら
大
変
良
い

勉
強
か
で
き
た
と
喜
ば
れ
ま
し
た
．

▲熱戦 が締りひろげられたゲートボール大会

▲ 執 心 に 講 話 を 聞 く み な さ ん

母
と
子
の

公
民
館
活
動

▲ 大 木 戸 小 学 校 で

ｆ
供

の

情
操
を

よ
り
豊

か

に
し
．

明
か

る
く
す

こ
や

か
に
成

長
す

る
よ

う
に

、
ほ

と
子
か

い

っ
し

ょ
に
な

っ

て
読

お
‥
と

創
作
活

動
を

行
う
事

を
目

的
と

し

た
ほ

と
子

の
公

民
館
活

動
か

筰
小

学
校
で

一
乍

生
か

ら
三
年

生
を

対
陳

に
し

て
毎
月

．
同

実
施

し
て

い

ま
す

．

貸

し
出

し

た
本
は
翌

爿
の

活
動
日

ま
で

家

庭
で
自

由

に
利

川
し

て

い
た

だ

い
て

い
ま
す
『

ま

た
、
こ

の
日

に

は

、
紙
芝

居

や
折

り
紙

、
室

内

ゲ
ー

ム
な
ど

子
供

た
ら
の
μ

ぷ
行
事
を

行

っ
て

い
ま
す
『
．

本

と
の
出
（
口
い
に
よ

ご
・
、、
子

供

の
心
の

成
長
を

図

る
た

め
活
動
を

実

胞
し
て

参
・
り

ま
す

．

内案書刊新
爪
　
　

Ｌ
・
ド

青
の
背
信

化
　

身

Ｌ
・
ド

叫
　

舞

砺
１
に
し
ゃ
べ
る
な

都
お
ど
り
殺
人
事
件

メ
ル
セ
デ
又
の
伝
説

ｔ

貎
の
な
帝

星
彫
の
ス
テ
ラ

小
刺
し
教
授

ほ
と
け
の
心
は
友
ご
こ
ろ

新
新
幹
線
秘
人
事
件

教
え
子
の
喟

西
　

村
　
　

望

平
　

…打
　

弓
　

枝

渡
　

辺
　

淳
　

↓

赤
　

川
　

次
　

郎

山
　

村
　

処
　

沙

。ｈ
　

木
　

寛
　

之

長

井
　

錦
　

子

林
　
　

真
理

子

簡
　

拌
　

康
　

隆

田
　

辺
　

聖
　

子

森

村
　

誠
　

一

三
　

好
　

京
　

三

ス ポ ー ツ だ よ り
◇ 第 10回国見町内一周駅伝競走大会

と　き　　11月９日（日） 午前10時役場前スタート　　　　午前11時５分同所ゴール予定

◇第１回スポーツ少年団駅伝競走大会

と　き　　11月16日（日）午前10時藤田小スタート

ぐ〉都道県対抗第29回東日本縦断（青森～東京）駅伝競走大会

と　き　　11月１日（土）午前10時～11時当町通過予定



県
境
に
「
関
所
」
出
現
？

～
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
～

『
秋
の
全
閥
交
一通
安
全
運
動
』
の

一
環
と
し
て
、
九
月
ニ
ト
二
日
、
貝

田
の
国
道
四
号
で
、
テ
ン
ト
村
作
職

を
実
施
し
、
道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー
に

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
．

テ
ン
ト
村
は
、
安
全
協
会
各
部
会

の
役
員
．
母
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、
午
後
一
．
時
か
ら
県
境
に
関

所
を
作
り
．
宮
城
県
か
ら
人
コ

廴
く

る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
『
フ

ォ
ー

”ゆ
”

ド
ラ
イ
ブ
福
島
県
』
の
交
通
安
企
通

行
手
形
。
そ
し
て
ス
テ

。
カ
ー
を
次

々
辿
る
市
の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
配

り
、

尸
／
１
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
安

令
運
転
を
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
。
同
時
に
バ
イ
ク
を
対
象
と

し
た
点
検
を
。
二
輪
車
安
全
運
転
指

琢
員
の
岡
崎
艮
巾
さ
ん
ら
が
行
い
、

ブ
レ
ー
キ
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
な
ど

の
点
険
指
導
し
行
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

～
小

坂
小

学
校
～

小
坂
小
学
校
で
は
、『
秋
の
女
通
安

全
運
動
』
期
間
中
の
九
月
二
十
叫
卜
、

令
校
生
汀
円
十
四
人
が
路
ｈ

に
出
て

パ
レ
ー
ド
で
安
浦
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
．

午
荊
九
時
半
、
校
庭
に
奥
合
し
た

児
童
た
ち
は
、
藤
田
駐
在
所
の
但
野

巡
査
長
の
お
話
し
を
聞

い
た
あ
と
、

パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
、
小
坂
－

泉
田

‐
加
田
の
各
地
Ｋ
を
パ
レ
ー
ド
し
、

ま
た
、
交
辿
安
全
協
会
小
坂
支
部
役

八
や
母
の
会
、
防
犯
協
会
支
部
役
八

の
方
の
協
力
で
、
街
頭
で
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

し
た
．

大
木
戸
小
で

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

秋
晴
れ
の
好
．人
に
恵
ま
れ
た
九
川

二
十
四
川
、
人
木
戸
小
学
校
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た
ロ
ー
ド
レ
ー
又
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

二
の
大
会
は
、
今
年
で
四
回
日
を

迎
・
气

一
・
一
．
年
生
は
丘
酉
メ
ー
ト

ル
、
三
・
四
年
生
は
八
百
メ
ー
ト
ル
、

五
・
六
年
生
は
千
メ
ー
ト
ル
に
、
そ

れ
ぞ
れ
挑
戦
し
ま
し
た
．
各
学
躯
の

優
勝
青
の
男
女
に
は
、
賞
品
と
し
て

ヘ
チ
マ
か
噌
ら
れ
、
ま
た
、
千
メ
ー

ト
ル
の
優
勝
者
に
は
、
き
ら
に
ユ
ウ

ガ
オ
し
贈
ら
れ
ま
し
た
。

宮
後
住
宅
団
地
で

起

工

式

十
月

六
日
午

後
四

時
か
・
气

宮
後

似

宅
団

地
造
成

事
業

の
起
工

式

か
行

わ

れ
ま

し
た

。

こ

れ
は
、
福

島
地

方
上

地
開

兇
公

社

が
、

町
か

ら
委
託

夲
受

け

て

宅
地

の

造
成

を
す

る
む
の

で
す

。

式

に
は
、

町
関
係
者

、

町
議
会

議

ａ

、
地

権
者
及

び
周

辺
住

民
と
工

事

関

係
者

な
ど
百

名

が
出
席

し
、
工

事

の

安
全

と
口
Ｅ
期

完
成

を
听

り
ま
し

た

。

闘

発

公
社
国

見
町
賀

藤
貞

理

事
は

。

「
住
宅

需
要

に
こ

た
え
る

た

め
、
地

城

地
権
者

の
同
意

を

得
て

、
開

発
に

着
手
し
た
わ
け
で
す
か
、
工
事
中
何

か
と
ご
迷
感
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
町
発
展
の
た
め
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
】
と
あ
い
さ
つ

し
て
式
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
団
地
の
峻
工
は
六
十
一
年
十

二
月
、
分
譲
は
来
年
一
月
の
予
定
で
。

工
事
完
成
後
の
区
画
は
四
十
四
ド
画

（
一
区
画
約
八
十
坪
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▲「関所」を岐けて交遍安全を呼びかけ

▲パレードで交通安全を呼びかけ

▲ 力走 する児輿たち

▲宮掻住宅団地で行われた起工式

編

集

日

記

○
十
月
に
入
り
、
雨
が
降
っ
た
り
や

ん
だ
り
で
、
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
が

待
ち
ど
お
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

○
各
地
か
ら
紅
葉
の
た
よ
り
も
聞
か

れ
ま
す

が
。
今
年
は
、
山
の
味
党

”キ
ノ
コ
”
が
、
例
年
に
な
く
不
躙

の
よ
う
で
す
。
キ
ノ
コ
狩
り
を
す
る

人
に
と
っ
て
は
、
残
念
な
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
そ
う
で
す
。
も
し
、
大
量
に

探
取
さ
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
一
報
く
だ
さ
い
。

○
－

秋
の
日
は
つ
る
ぺ
落
と
し
Ｉ

と
い
い
ま
す
が
、
本
当
に
日
が
暮
れ

る
の
が
早
く
な
り
ま
し
た
。
元
気
よ

く
鳴
い
て

い
た
鈴
虫
の
声
も
か
ぼ
そ

く
な
り
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
ま

す
。

○
広
報
「
く
に
み
」
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　

Ｓ

４
　

皿
梟

』
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
人
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

一

九
六
九
一

一
七
　

魯
｛
Ｏ
二
四
五

｝
八
五
－

Ｊ一
一
ミ

｛
代
表
｝
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